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２
月
定
例
会
で
は
、
団
長
の
私
が
代
表
質
問
を
行
い
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

等
を
見
据
え
た
県
内
経
済
の
持
続
的
発
展
や
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
埼

玉
の
創
造
な
ど
に
つ
い
て
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
大
規
模
災
害
対
策
や
医
療
・

福
祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
予
算
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
部
局

別
質
疑
で
踏
み
込
ん
だ
審
査
を
し
、
総
括
質
疑
で
も
し
っ
か
り
と
知
事
の

方
針
を
た
だ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
法
律
改
正
に
伴
い
令
和
６
年
４
月
1
日
か
ら
、
事
業
者
に
対

し
て
、
障
害
の
あ
る
人
の
活
動
な
ど
を
制
限
し
て
い
る
社
会
的
な
バ
リ
ア

を
取
り
除
く
た
め
の
合
理
的
な
配
慮
に
つ
い
て
義
務
付
け
が
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、「
埼
玉
県
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て
の

人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
共
生
社
会
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
を
わ
が
団
と
し
て
提
案
し
、
他
会
派
の
賛
同
も
得
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
埼
玉
県
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
田
並

尚
明
で
す
。

２
月
定
例
会
で
は
、
本
県
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
対
し
、
安
心
安
全

の
追
求
、
誰
も
が
輝
く
社
会
、
持
続
可
能
な
成
長
を
３
本
柱
に
編
成
さ
れ

た
、
約
２
兆
1
，
2
0
0
億
円
の
令
和
6
年
度
予
算
案
な
ど
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
は
、
私
が
代
表
質
問
と
し
て
「
産
業
基
盤

づ
く
り
に
つ
い
て
」、「
災
害
時
の
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
」
等
12
項
目
、
一

般
質
問
で
は
野
本
怜
子
議
員
が
「
い
つ
で
も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
社
会

を
！
」、「
不
登
校
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
」
等
8
項
目
の
質
問
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
知
事
を
中
心
に
執
行
部
と
議
論
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
予
算
特
別
委
員
会
に
は
、
わ
が
会
派
か
ら
は
、
水
村
篤
弘
、
山
根
史

子
、
町
田
皇
介
、
細
川
威
の
4
議
員
が
登
壇
し
、
予
算
要
望
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
伺
っ
た
事
業
者
さ
ん
や
県
民
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
基
に
、
令
和
6
年

度
予
算
案
に
つ
い
て
議
論
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
わ
れ
わ
れ
埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
県
民
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

や
事
業
者
さ
ん
を
守
る
た
め
、
会
派
一
丸
と
な
っ
て
働
い
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

2
月
定
例
会
は
、
代
表
質
問
に
私
が
、
一
般
質
問
に
橋
詰
昌
児
議
員
が

登
壇
し
ま
し
た
。

私
は
、
本
県
の
歴
史
的
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
の
到

来
と
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て
、
橋
詰
議
員
は
、「
S
D
G
s
の
推
進
」
や
「
子
ど
も
若

者
政
策
の
拡
充
」、「
自
殺
予
防
対
策
」
等
に
つ
い
て
知
事
、
執
行
部
を
た

だ
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
に
は
、
萩
原
一
寿
副
委
員
長
、
深
谷
顕
史
、
小
早
川

一
博
の
3
議
員
が
参
加
。

埼
玉
版
F
E
M
A
に
お
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
シ
ナ
リ
オ
の
作
り
方
、
順

天
堂
大
学
附
属
病
院
の
整
備
、
ま
た
、
私
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
、

A
Y
A
世
代
が
ん
患
者
の
支
援
等
に
つ
い
て
知
事
に
た
だ
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
、
本
県
の
確
か
な
成
長
と
発
展
を
目
指
す
方
針
で
編
成

さ
れ
、
防
災
・
減
災
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
、
子
供
医
療
費
助
成
の
補
助

対
象
年
齢
拡
充
、
困
難
を
抱
え
る
妊
婦
と
母
子
の
産
後
ケ
ア
、
そ
し
て

A
Y
A
世
代
の
在
宅
療
養
支
援
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
の
推
進
等
、公
明
党
の
要
望
が
反
映
さ
れ
、賛
成
し
ま
し
た
。

　会派別所属議員数　令和6年4月18日現在

会派名（略称） 所属議員数
自民 57人

民主フォーラム 12人
公明 9人
県民 7人
共産党 3人
改革 1人
無所属 3人
計 92人（欠員１）

本
定
例
会
に
は
約
２
兆
１
，
2
0
0
億
円
の
一
般
会
計
予
算
な
ど

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団
は
物
価
高
騰
で
県
民
の
生

活
が
苦
し
い
な
か
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
増
を
食
い
止
め
る
施

策
が
な
い
こ
と
、
来
年
度
も
県
立
高
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
を
保
護

者
負
担
に
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
党
を
代
表
し
て
私
が
質
疑
を
行
い
、
国
保
税

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
繰
り
入
れ
を
行
う
こ

と
、
県
立
高
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
を
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
、
県
外
私
立
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護

者
に
も
父
母
負
担
軽
減
事
業
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
な
ど
求
め
ま

し
た
。
ま
た
総
括
質
疑
で
は
所
沢
市
が
市
保
健
所
設
置
を
決
意
し
た

こ
と
か
ら
県
か
ら
の
人
的
支
援
な
ど
を
知
事
に
訴
え
ま
し
た
。
知
事

は
「
所
沢
市
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
保
健
所
開
設
時
の
派
遣
に
加
え

て
、
開
設
前
か
ら
県
職
員
の
派
遣
や
市
職
員
の
受
け
入
れ
な
ど
、
し

っ
か
り
支
援
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
県
民
の
皆
さ
ん
の
願
い
実
現
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

団
長
　
田
村
　
琢
実

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

団
長
　
蒲
生
　
徳
明

埼
玉
県
議
会
公
明
党
議
員
団

団
長
　
城
下
　
の
り
子

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
会
議
員
団

代
表
　
田
並
　
尚
明

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
　
井
上
　
航

無
所
属
県
民
会
議

２
月
定
例
会
で
は
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
多
く
の
議
案
を

審
査
し
ま
し
た
。
私
た
ち
会
派
が
重
視
す
る
「
県
民
目
線
の
、
県
民
に
寄

り
添
う
」
予
算
案
で
あ
る
と
認
め
、
賛
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
報
道
等
で
話
題
の
重
要
案
件
に
も
積
極
的
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
「
県
立
学
校
の
共
学
化
」
で
す
。
松
坂
議
員
が
一
般
質
問
を
通

し
て
「
勧
告
で
指
摘
さ
れ
た
現
在
少
な
い
男
子
校
に
お
け
る
女
性
教
職

員
・
女
性
管
理
職
を
増
員
す
る
よ
う
努
め
る
」、
そ
し
て
「
男
女
の
定
型

化
さ
れ
た
役
割
の
概
念
は
共
学
化
さ
れ
な
け
れ
ば
撤
廃
さ
れ
な
い
と
ま
で

は
言
え
な
い
」
と
い
う
画
期
的
な
答
弁
を
教
育
長
か
ら
得
ま
し
た
。
私
た

ち
は
共
学
化
の
み
を
前
提
と
せ
ず
公
平
な
検
討
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
川
口
市
を
中
心
と
し
た
「
ク
ル
ド
人
問
題
」
と
も
呼
ば
れ

る
現
状
に
つ
い
て
で
す
。
予
算
特
別
委
員
会
の
総
括
質
疑
で
取
り
上
げ
、

知
事
は
「
一
部
で
あ
つ
れ
き
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
お
り
、
治
安
に
関
し

て
も
警
察
に
厳
正
な
対
応
を
求
め
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る
対
応
を
要
請
・
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

主 要 会 派 か ら　～２月定例会～

令和5年度に公開請求を受け付けた公文書の件数
は、8件でした。そのうちプライバシーに配慮して
氏名や印影など、文書の一部を公開しない部分公開
が6件、該当するものがなかったとの理由により公
開できなかったものが2件でした。
また、令和5年度に請求を受け付けた保有個人情
報の開示・訂正・利用停止請求の件数は、0件でし
た。

草加市選出の中村美香議員
は、令和5年4月9日執行の埼玉
県議会議員一般選挙における当
選が無効になり、令和6年3月
15日に失職しました。
令和6年3月19日に更正決定
により小森克己議員が当選人と
なりました。

新議員決まる

小森　克己
（民主フォーラム）

情報公開の結果について
埼玉県議会の令和5年度

「情報通信技術を活用した埼玉県議会の
活動の推進に関する条例」を可決

手続き等に係る関係者の利便性の向上や
議会運営の合理化、多様な住民が議会に関
わる機会を広げることにより、住民に開か
れた議会の実現を目的とした本条例が議員
提案され全会一致で可決されました。これ
により、県民の皆さんが県議会に対して情
報公開請求などの手続きをオンラインで実
施できるようになりました。
また、埼玉県議会会議規則の一部が改正
され、県民の皆さんが議会に提出する「請
願書」や「陳情書」などについてもオンラ
イン手続き（電子メール）が可能となりま
した。

令和6年
4月1日
施行

▲請願・陳情の手続きの
方法などは県議会ホーム
ページをご覧ください


